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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　橋脚と橋桁との間に、それぞれブラケットを介在して粘性体を用いたダンパーの両端部

を連結してなる３次元ブラケット付き落橋防止装置において、前記ブラケットは、回転可

能であり、この回転可能なブラケットは、前記ダンパーの端部に設けた２枚のリブ板の空

間に厚さ方向を嵌合し、前記橋脚に設けた２枚のリブ板の空間に幅方向を嵌合したブラケ

ット本体と、このブラケット本体の厚さ方向と前記ダンパーの端部に設けた２枚のリブ板

を貫通する第１軸孔に回転自在に嵌合した１本の第１軸体と、前記橋脚に設けた２枚のリ

ブ板から前記ブラケット本体の幅方向であって前記第１軸孔と直交し前記橋脚のブラケッ

トの両側部途中まで穿設した第２軸孔に回転自在に嵌合した２本の第２軸体とからなり、

この第２軸体は、前記橋脚に設けたリブ板の第２軸孔に嵌合する大径部と、前記ブラケッ

ト本体の第２軸孔に嵌合する中径部との段を有する軸からなり、前記ダンパーの他端部と

前記橋桁の連結部における回転可能なブラケットも同様に構成してなり、

前記ダンパーは、前記橋脚側のブラケットに固着した部材と、前記橋桁側のブラケットに

固着した部材とが前記ダンパーにおける設定した引張力のストローク限界に達したとき互

いに係止して落橋防止部材として機能するように構成したことを特徴とする３次元ブラケ

ット付き落橋防止装置。

【請求項２】

　前記ダンパーは、シリンダの内部に粘性体を充填すると共に、ピストンとピストンロッ

ドを有し、前記橋脚側のブラケットと前記橋桁側のブラケットのいずれか一方に固着した
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部 材 は 、 前 記 ピ ス ト ン ロ ッ ド か ら な り 、 い ず れ か 他 方 に 固 着 し た 部 材 は 、 前 記 シ リ ン ダ か

ら な り 、 前 記 ダ ン パ ー に お け る 設 定 し た 伸 縮 量 の ス ト ロ ー ク 限 界 に 達 し た と き 前 記 ピ ス ト

ン ロ ッ ド の ピ ス ト ン が 前 記 シ リ ン ダ の シ リ ン ダ 内 壁 端 部 に 係 止 し て 落 橋 防 止 部 材 と し て 機

能 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装

置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 橋 脚 と 橋 桁 と の 間 に 連 結 さ れ 、 車 両 の 通 行 時 、 地 震 発 生 時 な ど に 発 生 す る 衝

撃 を 吸 収 し た り 、 位 置 ず れ を 防 止 し た り す る ダ ン パ ー 機 能 を 有 す る と 共 に 、 ダ ン パ ー の 許

容 限 界 を 超 え た と き 落 橋 を 防 止 す る 機 能 を 併 せ 持 つ ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装 置 に

関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 地 震 動 時 、 車 両 通 行 時 、 洪 水 発 生 時 等 に よ る 落 橋 を 防 止 す る た め に 、 図 １ ２ （ ｃ ） に 示

す よ う に 、 橋 脚 １ １ の 下 部 ブ ラ ケ ッ ト ５ ０ と 橋 桁 １ ０ 上 部 ブ ラ ケ ッ ト ５ １ と の 間 に 、 た る

み を 持 た せ た ケ ー ブ ル ５ ２ で 連 結 し た 落 橋 防 止 装 置 を 取 り 付 け て お く こ と に よ り 、 ケ ー ブ

ル ５ ２ の た る み が 直 線 に な る 分 だ け の 変 位 量 で と ど め て 橋 桁 １ ０ の 落 橋 を 防 止 し て い た 。

　 単 な る 落 橋 防 止 だ け で な く 、 衝 撃 や 位 置 ず れ を 吸 収 す る た め に 図 １ ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示

す よ う な ダ ン パ ー １ ２ を 取 り 付 け て い た （ 特 許 文 献 １ ） 。

　 こ の 特 許 文 献 １ に よ れ ば 、 図 １ ２ （ ａ ） 又 は （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 橋 脚 １ １ の 上 に 支 承

シ ュ ー （ 図 示 せ ず ） を 介 在 し て 橋 桁 １ ０ を 取 り 付 け た 場 合 に お い て 、 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０

と の 間 に は 、 種 々 の 振 動 に 伴 う 衝 撃 を 吸 収 し て 事 故 、 破 壊 等 を 可 能 な 限 り 減 少 さ せ る た め

に 、 ダ ン パ ー １ ２ が 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ と の 間 に そ れ ぞ れ ブ ラ ケ ッ ト ５ ０ と ５ １ を 介 し て

取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 振 動 や 衝 撃 は 、 垂 直 方 向 、 水 平 方 向 、 斜 め 方 向 、 回 転 方 向 、 こ れ ら の 複 合 し た 方 向 な ど

、 あ ら ゆ る 方 向 に 発 生 す る 。 特 に 、 地 震 動 で は 、 変 動 量 も 引 張 荷 重 も 想 定 外 に 大 き く な る

。 そ の た め 、 こ れ ら の あ ら ゆ る 方 向 に 速 や か に 応 答 可 能 な 制 振 装 置 が 望 ま れ る と と も に 、

ダ ン パ ー １ ２ の 許 容 限 界 を 超 え る よ う な 場 合 に は 、 ダ ン パ ー １ ２ を 保 護 し つ つ 、 落 橋 を 防

止 す る 装 置 が 望 ま れ る 。

　 図 １ ２ （ ａ ） に 示 す も の は 、 ダ ン パ ー １ ２ を 橋 脚 １ １ 側 と 橋 桁 １ ０ と の 間 に 下 部 ブ ラ ケ

ッ ト ５ ０ と 上 部 ブ ラ ケ ッ ト ５ １ で 取 り 付 け る 場 合 に お い て 、 上 部 ブ ラ ケ ッ ト ５ １ は 、 橋 桁

１ ０ 側 の ベ ー ス プ レ ー ト １ ３ ａ に ２ 個 の リ ブ プ レ ー ト １ ４ ａ を 所 定 間 隔 で 一 体 に 取 り 付 け

、 こ れ ら の リ ブ プ レ ー ト １ ４ ａ の 間 に 第 １ 支 持 軸 １ ５ ａ を 垂 直 に 取 り 付 け 、 ま た 、 ダ ン パ

ー １ ２ の 一 端 部 に 固 定 的 に 設 け た ガ セ ッ ト プ レ ー ト １ ６ ａ に 球 面 軸 受 １ ７ ａ を 取 り 付 け 、

こ の 球 面 軸 受 １ ７ ａ に 前 記 第 １ 支 持 軸 １ ５ ａ を 嵌 合 す る 。 同 様 に 、 橋 脚 １ １ 側 の 下 部 ブ ラ

ケ ッ ト ５ ０ は 、 ベ ー ス プ レ ー ト １ ３ ｂ に ２ 個 の リ ブ プ レ ー ト １ ４ ｂ を 所 定 間 隔 で 一 体 に 取

り 付 け 、 前 記 リ ブ プ レ ー ト １ ４ ｂ の 間 に 第 １ 支 持 軸 １ ５ ｂ を 垂 直 に 取 り 付 け 、 ま た 、 ダ ン

パ ー １ ２ の 一 端 部 に 固 定 的 に 設 け た ガ セ ッ ト プ レ ー ト １ ６ ｂ に 球 面 軸 受 １ ７ ｂ を 取 り 付 け

、 こ の 球 面 軸 受 １ ７ ｂ に 前 記 第 １ 支 持 軸 １ ５ ｂ を 嵌 合 す る 。

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 上 下 の 第 １ 支 持 軸 １ ５ ａ と １ ５ ｂ に 直 交 す る 面 内 だ け で な く 、

球 面 軸 受 １ ７ ａ と １ ７ ｂ の 球 面 に よ る 許 容 調 心 角 度 の 範 囲 内 で 全 方 向 に 対 応 で き る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 す も の は 、 図 １ ２ （ ａ ） に 示 す 球 面 軸 受 １ ７ ａ と １ ７ ｂ に 代 え て 、 上

下 の 第 １ 支 持 軸 １ ５ ａ と １ ５ ｂ と 、 こ れ ら か ら 離 れ た 位 置 で 直 交 す る 第 ２ 支 持 軸 １ ８ ａ と

１ ８ ｂ を 設 け た 例 を 示 し て い る 。 さ ら に 詳 し く は 、 リ ブ プ レ ー ト １ ４ ａ の 間 に 第 １ 支 持 軸

１ ５ ａ を 垂 直 に 取 り 付 け 、 こ の 第 １ 支 持 軸 １ ５ ａ に 嵌 合 し た 軸 受 １ ９ ａ に ガ セ ッ ト プ レ ー

ト ２ ０ ａ の 上 端 部 を 固 着 し て 垂 下 し 、 こ の ガ セ ッ ト プ レ ー ト ２ ０ ａ の 下 端 部 と 、 ダ ン パ ー

１ ２ の 一 端 部 の ガ セ ッ ト プ レ ー ト １ ６ ａ と を 、 前 記 第 １ 支 持 軸 １ ５ ａ と 第 ２ 支 持 軸 １ ８ ａ
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を 互 い に 離 れ た 位 置 で 、 か つ 直 交 し て 連 結 し た も の で あ る 。 橋 脚 １ １ 側 も 同 様 の 構 成 で あ

る 。

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 第 １ 支 持 軸 １ ５ ａ と １ ５ ｂ に 直 交 す る 面 内 と 、 第 ２ 支 持 軸 １ ８

ａ と １ ８ ｂ に 直 交 す る 面 内 が 複 合 し て 全 方 向 に 対 応 で き る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 橋 脚 と 橋 桁 と の 間 に ダ ン パ ー を 取 り 付 け る 場 合 に お い て 、 ダ ン

パ ー を 取 り 付 け る た め の ボ ル ト に 、 想 定 外 の 外 力 が 作 用 し た と き に 破 壊 す る ノ ッ ク オ フ ボ

ル ト を 使 用 す る こ と に よ り 、 ダ ン パ ー の 機 能 を 失 わ せ る こ と が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 特 許

文 献 ２ に は 、 ダ ン パ ー の 機 能 を 失 わ せ た と き の た め に 、 ケ ー ブ ル 、 チ ェ ー ン 等 で 構 成 さ れ

た 落 橋 防 止 を 併 用 す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ９ ９ ０ ７ ８ 号 公 報 。

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ４ － ３ １ ６ ７ ０ 号 公 報 。

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 図 １ ２ （ ａ ） に 示 す 第 １ 支 持 軸 １ ５ と 球 面 軸 受 １ ７ を 使 用 し た も の は 、 特 に 、 球 面 軸 受

１ ７ が 精 密 な 構 造 で あ る た め 、 巨 大 な 衝 撃 を 受 け る と 破 壊 の 恐 れ が あ り 、 ま た 、 球 面 軸 受

１ ７ は 、 許 容 調 心 角 度 が ５ ～ ６ 度 程 度 に 設 定 さ れ て い る た め 、 大 き な 位 置 ず れ に は 対 応 で

き な い 。 ピ ン 径 が 大 き く な る と 、 １ ０ 度 程 度 の も の も あ る が 、 ピ ン 径 を 大 き く し て 回 転 角

を 大 き く す る と 、 球 面 軸 受 １ ７ も そ れ だ け 大 き く な り 、 そ れ を 受 け る ブ ラ ケ ッ ト 等 が 大 き

く な り 、 特 に 、 橋 脚 と 橋 桁 と の 間 の よ う な 取 り 付 け 隙 間 に 制 限 の あ る 場 合 に は 、 使 用 す る

こ と が で き な い 。

　 ま た 、 許 容 調 心 角 度 が 小 さ く 、 大 き な 位 置 ず れ に は 対 応 で き な い た め 、 ダ ン パ ー １ ２ を

設 置 す る だ け で は 、 落 橋 防 止 効 果 が 得 ら れ な い 。 ダ ン パ ー だ け で 落 橋 防 止 も 行 う た め に は

、 耐 震 強 度 の 大 き な も の が 必 要 と な り 、 極 め て 高 価 な も の と な る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 す 第 １ 支 持 軸 １ ５ と 第 ２ 支 持 軸 １ ８ が 距 離 を 持 っ て 取 り 付 け ら れ る 例

で は 、 ダ ン パ ー １ ２ の 一 端 部 の ブ ラ ケ ッ ト か ら ダ ン パ ー １ ２ の 他 端 部 の ブ ラ ケ ッ ト ま で の

長 さ が 長 く な り 、 構 造 的 に 大 型 に な る た め 、 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ と の 間 隔 の 大 き な も の に

し か 使 用 す る こ と が で き な い 。 さ ら に 、 第 １ 支 持 軸 １ ５ を 支 点 と す る 負 荷 と 、 第 ２ 支 持 軸

１ ８ を 支 点 と す る 負 荷 が 距 離 を 置 い て か か る の で 、 ダ ン パ ー １ ２ の 円 滑 な 制 振 作 用 が 行 わ

れ な い な ど の 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 特 許 文 献 ２ に 示 す 例 で は 、 橋 脚 と 橋 桁 と の 間 に 設 け ら れ た ダ ン パ ー の 他 に 、 こ の ダ ン パ

ー と 別 体 の 落 橋 防 止 装 置 を 取 り 付 け な け れ ば な ら ず 、 橋 脚 と 橋 桁 の 間 の 狭 い 隙 間 へ の 落 橋

防 止 装 置 の 取 り 付 け が 制 限 さ れ る と と も に 、 ダ ン パ ー は 、 一 方 向 の み に 対 応 す る も の で あ

る か ら 、 ど の 方 向 に 発 生 す る か 予 測 の で き な い 地 震 動 に 対 応 で き る 機 能 を 有 し て お ら ず 、

落 橋 防 止 作 用 が 不 十 分 で あ っ た 。 例 え 、 文 献 １ の 技 術 と 文 献 ２ の 技 術 を 組 み 合 わ せ た と し

て も 、 ダ ン パ ー の 両 端 部 に も 、 ま た 、 落 橋 防 止 装 置 の 両 端 に も そ れ ぞ れ ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ

イ ン ト の 機 能 を 設 け な け れ ば な ら ず 、 構 造 が 複 雑 に な り 、 橋 脚 と 橋 桁 の 間 の 狭 い 隙 間 に 複

数 台 を 設 置 す る 場 合 に は 、 取 り 付 け が 制 限 さ れ る と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 全 方 向 で 大 き な 角 度 の 変 化 に 追 随 で き 、 か つ 、 コ ン パ ク ト な 構 造 で 、 大 き な

負 荷 に も 耐 え る こ と が で き 、 も し 、 ダ ン パ ー の 許 容 限 度 を 超 え る よ う な と き は 、 ダ ン パ ー

を 保 護 し つ つ 落 橋 を 防 止 す る こ と の で き る ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装 置 を 提 供 す る

こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装 置 は 、 橋 脚 と 橋 桁 と の 間 に 、 そ れ ぞ れ ブ ラ ケ

ッ ト を 介 在 し て 粘 性 体 を 用 い た ダ ン パ ー の 両 端 部 を 連 結 し て な る ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落

橋 防 止 装 置 に お い て 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト は 、 回 転 可 能 で あ り 、 こ の 回 転 可 能 な ブ ラ ケ ッ ト は

、 前 記 ダ ン パ ー の 端 部 に 設 け た ２ 枚 の リ ブ 板 の 空 間 に 厚 さ 方 向 を 嵌 合 し 、 前 記 橋 脚 に 設 け

た ２ 枚 の リ ブ 板 の 空 間 に 幅 方 向 を 嵌 合 し た ブ ラ ケ ッ ト 本 体 と 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト 本 体 の 厚 さ

方 向 と 前 記 ダ ン パ ー の 端 部 に 設 け た ２ 枚 の リ ブ 板 を 貫 通 す る 第 １ 軸 孔 に 回 転 自 在 に 嵌 合 し

た １ 本 の 第 １ 軸 体 と 、 前 記 橋 脚 に 設 け た ２ 枚 の リ ブ 板 か ら 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 本 体 の 幅 方 向 で

あ っ て 前 記 第 １ 軸 孔 と 直 交 し 前 記 橋 脚 の ブ ラ ケ ッ ト の 両 側 部 途 中 ま で 穿 設 し た 第 ２ 軸 孔 に

回 転 自 在 に 嵌 合 し た ２ 本 の 第 ２ 軸 体 と か ら な り 、 こ の 第 ２ 軸 体 は 、 前 記 橋 脚 に 設 け た リ ブ

板 の 第 ２ 軸 孔 に 嵌 合 す る 大 径 部 と 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 本 体 の 第 ２ 軸 孔 に 嵌 合 す る 中 径 部 と の

段 を 有 す る 軸 か ら な り 、 前 記 ダ ン パ ー の 他 端 部 と 前 記 橋 桁 の 連 結 部 に お け る 回 転 可 能 な ブ

ラ ケ ッ ト も 同 様 に 構 成 し て な り 、

前 記 ダ ン パ ー は 、 前 記 橋 脚 側 の ブ ラ ケ ッ ト に 固 着 し た 部 材 と 、 前 記 橋 桁 側 の ブ ラ ケ ッ ト に

固 着 し た 部 材 と が 前 記 ダ ン パ ー に お け る 設 定 し た 引 張 力 の ス ト ロ ー ク 限 界 に 達 し た と き 互

い に 係 止 し て 落 橋 防 止 部 材 と し て 機 能 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 前 記 ダ ン パ ー は 、 シ リ ン ダ の 内 部 に 粘 性 体 を 充 填 す る と 共 に 、 ピ ス ト ン と ピ ス ト ン ロ ッ

ド を 有 し 、 前 記 橋 脚 側 の ブ ラ ケ ッ ト と 前 記 橋 桁 側 の ブ ラ ケ ッ ト の い ず れ か 一 方 に 固 着 し た

部 材 は 、 前 記 ピ ス ト ン ロ ッ ド か ら な り 、 い ず れ か 他 方 に 固 着 し た 部 材 は 、 前 記 シ リ ン ダ か

ら な り 、 前 記 ダ ン パ ー に お け る 設 定 し た 伸 縮 量 の ス ト ロ ー ク 限 界 に 達 し た と き 前 記 ピ ス ト

ン ロ ッ ド の ピ ス ト ン が 前 記 シ リ ン ダ の シ リ ン ダ 内 壁 端 部 に 係 止 し て 落 橋 防 止 部 材 と し て 機

能 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 橋 脚 と 橋 桁 と の 間 に 、 そ れ ぞ れ ブ ラ ケ ッ ト を 介 在 し て 粘 性 体 を

用 い た ダ ン パ ー の 両 端 部 を 連 結 し て な る ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装 置 に お い て 、 前

記 ブ ラ ケ ッ ト は 、 回 転 可 能 で あ り 、 こ の 回 転 可 能 な ブ ラ ケ ッ ト は 、 前 記 ダ ン パ ー の 端 部 に

設 け た ２ 枚 の リ ブ 板 の 空 間 に 厚 さ 方 向 を 嵌 合 し 、 前 記 橋 脚 に 設 け た ２ 枚 の リ ブ 板 の 空 間 に

幅 方 向 を 嵌 合 し た ブ ラ ケ ッ ト 本 体 と 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト 本 体 の 厚 さ 方 向 と 前 記 ダ ン パ ー の 端

部 に 設 け た ２ 枚 の リ ブ 板 を 貫 通 す る 第 １ 軸 孔 に 回 転 自 在 に 嵌 合 し た １ 本 の 第 １ 軸 体 と 、 前

記 橋 脚 に 設 け た ２ 枚 の リ ブ 板 か ら 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 本 体 の 幅 方 向 で あ っ て 前 記 第 １ 軸 孔 と 直

交 し 前 記 橋 脚 の ブ ラ ケ ッ ト の 両 側 部 途 中 ま で 穿 設 し た 第 ２ 軸 孔 に 回 転 自 在 に 嵌 合 し た ２ 本

の 第 ２ 軸 体 と か ら な り 、 こ の 第 ２ 軸 体 は 、 前 記 橋 脚 に 設 け た リ ブ 板 の 第 ２ 軸 孔 に 嵌 合 す る

大 径 部 と 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 本 体 の 第 ２ 軸 孔 に 嵌 合 す る 中 径 部 と の 段 を 有 す る 軸 か ら な り 、

前 記 ダ ン パ ー の 他 端 部 と 前 記 橋 桁 の 連 結 部 に お け る 回 転 可 能 な ブ ラ ケ ッ ト も 同 様 に 構 成 し

て な り 、

前 記 ダ ン パ ー は 、 前 記 橋 脚 側 の ブ ラ ケ ッ ト に 固 着 し た 部 材 と 、 前 記 橋 桁 側 の ブ ラ ケ ッ ト に

固 着 し た 部 材 と が 前 記 ダ ン パ ー に お け る 設 定 し た 引 張 力 の ス ト ロ ー ク 限 界 に 達 し た と き 互

い に 係 止 し て 落 橋 防 止 部 材 と し て 機 能 す る よ う に 構 成 し た の で 、 ダ ン パ ー の 設 定 し た 引 張

力 の ス ト ロ ー ク 限 界 を 超 え る と 、 前 記 橋 脚 側 の ブ ラ ケ ッ ト に 固 着 し た 部 材 と 、 前 記 橋 桁 側

の ブ ラ ケ ッ ト に 固 着 し た 部 材 と が 互 い に 係 止 し て 落 橋 防 止 部 材 と し て 機 能 す る 。 し た が っ

て 、 衝 撃 が ダ ン パ ー の 許 容 限 度 を 超 え る よ う な と き は 、 ダ ン パ ー を 保 護 し つ つ 落 橋 を も 防

止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ブ ラ ケ ッ ト は 、 回 転 可 能 で あ る か ら 大 き な 角 度 の 変 化 に 追 随

で き 、 さ ら に 、 落 橋 防 止 機 能 を 備 え た ダ ン パ ー で あ る か ら 、 コ ン パ ク ト な 構 造 で あ り 、 橋

脚 と 橋 桁 の 間 の 狭 い 隙 間 に 複 数 基 を 設 置 す る こ と が で き 、 取 り 付 け 基 数 に 制 限 さ れ る こ と

が な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ダ ン パ ー は 、 シ リ ン ダ の 内 部 に 粘 性 体 を 充 填 す る と 共 に 、

ピ ス ト ン と ピ ス ト ン ロ ッ ド を 有 し 、 前 記 橋 脚 側 の ブ ラ ケ ッ ト と 前 記 橋 桁 側 の ブ ラ ケ ッ ト の
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い ず れ か 一 方 に 固 着 し た 部 材 は 、 前 記 ピ ス ト ン ロ ッ ド か ら な り 、 い ず れ か 他 方 に 固 着 し た

部 材 は 、 前 記 シ リ ン ダ か ら な り 、 前 記 ダ ン パ ー に お け る 設 定 し た 伸 縮 量 の ス ト ロ ー ク 限 界

に 達 し た と き 前 記 ピ ス ト ン ロ ッ ド の ピ ス ト ン が 前 記 シ リ ン ダ の シ リ ン ダ 内 壁 端 部 に 係 止 し

て 落 橋 防 止 部 材 と し て 機 能 す る よ う に 構 成 し た の で 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド と シ リ ン ダ に 落 橋 防

止 の 耐 力 を 持 た せ る こ と で ダ ン パ ー と 落 橋 防 止 を 同 時 に 機 能 さ せ る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に よ る ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装 置 の 実 施 例 １ を 示 す も の で 、 （ ａ

） は 、 落 橋 防 止 と し て 機 能 す る 前 の 断 面 図 、 （ ｂ ） は 、 落 橋 防 止 と し て 機 能 し た と き の 一

部 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装 置 の 実 施 例 ２ を 示 す も の で 、 （ ａ

） は 、 落 橋 防 止 と し て 機 能 す る 前 の 断 面 図 、 （ ｂ ） は 、 Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装 置 の 実 施 例 ３ を 示 す も の で 、 （ ａ

） は 、 落 橋 防 止 と し て 機 能 す る 前 の 断 面 図 、 （ ｂ ） は 、 Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装 置 の 実 施 例 ４ を 示 す 一 部 の 断 面 図

で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装 置 の 実 施 例 ５ を 示 す も の で 、 （ ａ

） は 、 落 橋 防 止 と し て 機 能 す る 前 の 断 面 図 、 （ ｂ ） は 、 Ｃ － Ｃ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装 置 の 実 施 例 ６ を 示 す も の で 、 （ ａ

） は 、 落 橋 防 止 と し て 機 能 す る 前 の （ ｃ ） の Ｇ － Ｇ 線 断 面 図 、 （ ｂ ） は 、 Ｃ － Ｃ 線 断 面 図

、 （ ｃ ） は 、 Ｅ － Ｅ 線 断 面 図 、 （ ｄ ） は 、 Ｆ － Ｆ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 制 振 装 置 に 使 用 し た ブ ラ ケ ッ ト の 平 面 か ら 見 た 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 制 振 装 置 に 使 用 し た ブ ラ ケ ッ ト の 正 面 か ら 見 た 正 面 断 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 制 振 装 置 に 使 用 し た ブ ラ ケ ッ ト の 原 理 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 制 振 装 置 に 使 用 し た ブ ラ ケ ッ ト の Ａ 点 か ら Ｂ 点 に 変 位 し た 状 態 を 示 す 正 面 図 で

あ る 。

【 図 １ １ 】 図 ８ に お い て Ａ 点 か ら Ｃ 点 に 変 位 し た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 従 来 の 落 橋 防 止 装 置 の 異 な る 例 を 示 し た 断 面 図

、 （ ｃ ） は 、 従 来 の 落 橋 防 止 装 置 の 説 明 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 は 、 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ と の 間 に 、 そ れ ぞ れ ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ を 介 在 し て 粘 性 体 を

用 い た ダ ン パ ー ５ ５ の 両 端 部 を 連 結 し て な る ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装 置 に お い て

、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ は 、 回 転 可 能 で あ り 、 こ の 回 転 可 能 な ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ は 、 前 記 ダ ン

パ ー ５ ５ の 端 部 に 設 け た ２ 枚 の リ ブ 板 ３ ５ の 空 間 に 厚 さ 方 向 を 嵌 合 し 、 前 記 橋 脚 １ １ に 設

け た ２ 枚 の リ ブ 板 ３ ２ の 空 間 に 幅 方 向 を 嵌 合 し た ブ ラ ケ ッ ト 本 体 ２ ３ と 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト

本 体 ２ ３ の 厚 さ 方 向 と 前 記 ダ ン パ ー ５ ５ の 端 部 に 設 け た ２ 枚 の リ ブ 板 ３ ５ を 貫 通 す る 第 １

軸 孔 ２ ７ に 回 転 自 在 に 嵌 合 し た １ 本 の 第 １ 軸 体 ２ ４ と 、 前 記 橋 脚 １ １ に 設 け た ２ 枚 の リ ブ

板 ３ ２ か ら 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 本 体 ２ ３ の 幅 方 向 で あ っ て 前 記 第 １ 軸 孔 ２ ７ と 直 交 し 前 記 橋 脚

１ １ の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ の 両 側 部 途 中 ま で 穿 設 し た 第 ２ 軸 孔 ２ ５ に 回 転 自 在 に 嵌 合 し た ２ 本

の 第 ２ 軸 体 ２ ５ と か ら な り 、 こ の 第 ２ 軸 体 ２ ５ は 、 前 記 橋 脚 １ １ に 設 け た リ ブ 板 ３ ２ の 第

２ 軸 孔 ２ ８ に 嵌 合 す る 大 径 部 ２ ５ ａ と 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 本 体 ２ ３ の 第 ２ 軸 孔 ２ ８ ａ に 嵌 合

す る 中 径 部 ２ ５ ｂ と の 段 を 有 す る 軸 か ら な り 、 前 記 ダ ン パ ー ５ ５ の 他 端 部 と 前 記 橋 桁 １ ０

の 連 結 部 に お け る 回 転 可 能 な ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ も 同 様 に 構 成 し て な り 、

前 記 ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ は 、 ユ ニ バ ー サ ル ク レ ビ ス の よ う に 、 ２ 次 元 又 は ３ 次 元 方 向 に 回 転 可

能 で あ り 、 前 記 ダ ン パ ー ５ ５ は 、 前 記 橋 脚 １ １ 側 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ に 固 着 し た 部 材 と 、 前

記 橋 桁 １ ０ 側 に 固 着 し た 部 材 と が 前 記 ダ ン パ ー ５ ５ に お け る 設 定 し た 引 張 力 が 作 用 す る ス

ト ロ ー ク 限 界 に 達 し た と き 互 い に 接 触 し て 落 橋 防 止 部 材 ６ ３ と し て 機 能 す る よ う に 構 成 す

る 。

【 ０ ０ １ ７ 】
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　 前 記 ダ ン パ ー ５ ５ は 、 シ リ ン ダ ５ ６ の 内 部 に 粘 性 体 ６ ０ を 充 填 す る と 共 に 、 ピ ス ト ン ５

７ と ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ ８ を 有 し 、 前 記 橋 脚 １ １ 側 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ と 前 記 橋 桁 １ ０ 側 の ブ

ラ ケ ッ ト ２ ２ の い ず れ か 一 方 に 固 着 し た 部 材 は 、 前 記 ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ ８ か ら な り 、 い ず

れ か 他 方 に 固 着 し た 部 材 は 、 前 記 シ リ ン ダ ５ ６ か ら な り 、 前 記 ダ ン パ ー ５ ５ に お け る 設 定

し た 伸 縮 量 の ス ト ロ ー ク 限 界 に 達 し た と き 前 記 ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ ８ の ピ ス ト ン ５ ７ が 前 記

シ リ ン ダ ５ ６ の シ リ ン ダ 内 壁 端 部 ６ ９ に 係 止 し て 落 橋 防 止 部 材 ６ ３ と し て 機 能 す る よ う に

構 成 す る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 １ ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 橋 脚 （ 橋 台 ） １ １ の 上 に は 、 支 承 シ ュ ー を 介 在 し て 橋 桁 １

０ が 載 せ ら れ て い る 。

　 本 発 明 の 実 施 例 １ に よ る ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装 置 は 、 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に 示

さ れ 、 ダ ン パ ー ５ ５ の 本 体 に 落 橋 防 止 機 能 を 持 た せ る 設 計 荷 重 と し た 例 を 示 し て い る 。

　 前 記 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ と の 間 に は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ダ ン パ ー ５ ５ を 主 体 と

す る 本 発 明 に よ る ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装 置 が 両 端 に そ れ ぞ れ ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ を

介 在 し て 連 結 さ れ て い る 。 前 記 ダ ン パ ー ５ ５ は 、 オ イ ル 等 の 粘 性 体 を 充 填 し た シ リ ン ダ 型

を 例 示 し て お り 、 シ リ ン ダ ５ ６ の 内 部 に 粘 性 体 ６ ０ が 充 填 さ れ る と と も に 、 ピ ス ト ン ５ ７

が 進 退 自 在 に 設 け ら れ 、 こ の ピ ス ト ン ５ ７ に 連 結 さ れ た ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ ８ の 一 方 端 は 、

シ リ ン ダ ５ ６ の 一 方 側 か ら 突 出 し 、 一 方 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ に お け る ベ ー ス 板 ３ ４ に ね じ 込

み な ど に よ り 固 定 的 に 連 結 さ れ て い る 。 前 記 ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ ８ の 他 方 端 は 、 シ リ ン ダ ５

６ の 他 方 側 か ら 突 出 し 、 シ リ ン ダ ５ ６ と 一 体 の 又 は ね じ 込 み な ど で 固 定 さ れ た 保 護 筒 部 ７

４ の 内 部 に て 進 退 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 前 記 シ リ ン ダ ５ ６ に 外 カ バ ー ６ １ が 進 退 自 在 に

嵌 合 さ れ 、 こ の 外 カ バ ー ６ １ は 、 前 記 ベ ー ス 板 ３ ４ の ね じ 部 ３ ４ ａ に 固 定 的 に 取 り 付 け ら

れ て い る 。 前 記 シ リ ン ダ ５ ６ と 一 体 の 又 は ね じ 込 み 等 で 固 定 さ れ た 保 護 筒 部 ７ ４ は 、 他 方

の ベ ー ス 板 ３ ４ の ね じ 部 ３ ４ ａ に 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ の よ う な ダ ン パ ー ５ ５ に お い て 、 ピ ス ト ン ５ ７ の ピ ス ト ン 端 部 ６ ８ と 、 シ リ ン ダ ５ ６

の シ リ ン ダ 内 壁 端 部 ６ ９ が 対 峙 し て お り 、 こ れ ら の ピ ス ト ン 端 部 ６ ８ と シ リ ン ダ 内 壁 端 部

６ ９ が 密 着 係 止 し た と き 、 ダ ン パ ー ５ ５ は 、 そ れ 以 上 伸 び な い の で 、 こ の ダ ン パ ー ５ ５ と

両 端 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ が 落 橋 防 止 部 材 ６ ３ と し て 機 能 す る 。 そ の た め 、 ダ ン パ ー ５ ５ を 構

成 す る 部 材 と 両 端 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ を 構 成 す る 部 材 は 、 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ と の 間 に 発 生

す る 引 張 力 に 耐 え て 落 橋 を 防 止 す る だ け の 機 械 的 強 度 を 持 た せ る こ と が 必 要 で あ る 。

　 ま た 、 ダ ン パ ー ５ ５ と 両 端 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ か ら な る ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト 付 き 落 橋 防 止 装

置 は 、 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ と の 間 に 、 規 模 に 応 じ て １ ～ 複 数 基 設 置 さ れ る 。

　 更 に 詳 し く は 、 ダ ン パ ー ５ ５ は 、 引 張 り と 圧 縮 に 機 能 さ せ る と き に は 、 図 １ （ ａ ） に 示

す よ う に 、 ピ ス ト ン ５ ７ は 、 シ リ ン ダ ５ ６ の 略 中 心 に 位 置 さ せ る が 、 引 張 力 の み に 機 能 さ

せ る 場 合 に は 、 図 中 左 側 の ス ト ロ ー ク ｓ を 右 側 よ り 十 分 に 大 き く な る よ う に 位 置 さ せ る 。

ま た 、 例 え ば 、 ダ ン パ ー ５ ５ の ダ ン パ ー と し て の 設 計 上 の 抵 抗 力 が １ ０ ０ ｋ Ｎ （ 安 全 率 ｓ

＝ ２ ． ５ と す る と 、 実 際 の 耐 力 は ２ ５ ０ ｋ Ｎ ） で あ り 、 ま た 、 実 際 の 落 橋 防 止 の 耐 力 は 、

１ ３ ０ ０ ｋ Ｎ と す る と 、 落 橋 防 止 の 設 計 上 の 耐 力 は 、 ５ ２ ０ （ ＝ １ ３ ０ ０ ／ ２ ． ５ ） ｋ Ｎ

の 仕 様 と な る 。 こ の こ と は 、 ダ ン パ ー ５ ５ を 構 成 す る 部 材 の 設 計 上 の 落 橋 防 止 耐 力 は 、 ダ

ン パ ー と し て の 設 計 上 の 抵 抗 力 が ５ ２ ０ ｋ Ｎ 以 上 、 例 え ば ６ ０ ０ ｋ Ｎ で あ る こ と が 望 ま れ

る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 前 記 ダ ン パ ー ５ ５ の 両 端 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ の 詳 細 を 図 ７ な い し 図 ９ に 基 き 説 明 す る 。 こ

の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ は 、 ３ 次 元 方 向 に 回 転 可 能 で 、 コ ン パ ク ト で 、 し か も 堅 牢 に 構 成 さ れ て

い る 。 例 え ば 、 ダ ン パ ー ５ ５ の 設 計 上 の 耐 力 が １ ０ ０ ｋ Ｎ と し 、 落 橋 防 止 の 耐 力 が １ ３ ０

０ ｋ Ｎ と す る と 、 ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ の 耐 力 は 、 １ ３ ０ ０ ｋ Ｎ と す る こ と が 望 ま し い 。

　 前 記 ダ ン パ ー ５ ５ の 一 端 部 に 固 定 的 に 設 け ら れ た ベ ー ス 板 ３ ４ に は 、 ２ 枚 の リ ブ 板 ３ ５

が ブ ラ ケ ッ ト 本 体 ２ ３ の 厚 さ 分 の 空 間 ３ ６ を 持 っ て 平 行 に 固 着 さ れ て い る 。 ま た 、 橋 脚 １
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１ 側 に 複 数 本 の ボ ル ト 等 で 固 定 的 に 設 け ら れ た ベ ー ス 板 ３ １ に は 、 ２ 枚 の リ ブ 板 ３ ２ が ブ

ラ ケ ッ ト 本 体 ２ ３ の 縦 方 向 に 嵌 め 込 み 可 能 な 空 間 ３ ３ を 持 っ て 固 着 さ れ て い る 。 前 記 リ ブ

板 ３ ２ は 、 補 強 板 ３ ７ で 補 強 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 本 体 ２ ３ は 、 肉 厚 の ８ 角 等 の 柱 体 を な し 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト 本 体 ２ ３ の 上

下 面 の 中 心 部 を 貫 通 し て 第 １ 軸 孔 ２ ７ が 穿 設 さ れ 、 ま た 、 前 記 リ ブ 板 ３ ５ に も 前 記 第 １ 軸

孔 ２ ７ と 同 軸 の 第 １ 軸 孔 ２ ７ ａ が 穿 設 さ れ て い る 。

　 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 本 体 ２ ３ の 上 下 端 面 に は 、 前 記 第 １ 軸 孔 ２ ７ と 直 交 し た 位 置 に 向 か っ て

途 中 ま で 第 ２ 軸 体 ２ ５ の 取 り 付 け 用 の 第 ２ 軸 孔 ２ ８ ａ が 穿 設 さ れ 、 こ の 第 ２ 軸 孔 ２ ８ ａ と

同 軸 に 、 前 記 リ ブ 板 ３ ２ に は 、 第 ２ 軸 孔 ２ ８ が 穿 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 本 体 ２ ３ の 第 １ 軸 孔 ２ ７ に は 、 回 転 を 円 滑 に 行 う た め に 外 周 に す べ り 軸

受 ２ ６ を 介 在 し て 第 １ 軸 体 ２ ４ を 嵌 合 し 、 こ の 第 １ 軸 体 ２ ４ の 両 端 突 出 部 は 両 側 の リ ブ 板

３ ５ に 嵌 合 し 、 そ れ ぞ れ の 第 １ 軸 体 ２ ４ の 両 端 面 を リ ブ 板 ３ ５ の 外 側 面 と 一 致 さ せ 、 こ れ

ら の 端 面 に 押 え 板 ２ ９ を あ て が い ボ ル ト ３ ０ で 抜 け 止 め 固 定 す る 。

　 前 記 両 側 の 第 ２ 軸 孔 ２ ８ に 嵌 合 さ れ る 第 ２ 軸 体 ２ ５ は 、 そ れ ぞ れ 大 径 部 ２ ５ ａ と 中 径 部

２ ５ ｂ と 小 径 部 ２ ５ ｃ と の ３ 段 の 軸 か ら な り 、 大 径 部 ２ ５ ａ は 、 前 記 リ ブ 板 ３ ２ に 穿 設 さ

れ た 第 ２ 軸 孔 ２ ８ に す べ り 軸 受 ２ ６ を 介 し て 嵌 合 さ れ 、 中 径 部 ２ ５ ｂ は 、 ブ ラ ケ ッ ト 本 体

２ ３ の 第 ２ 軸 孔 ２ ８ ａ に 嵌 合 さ れ 、 小 径 部 ２ ５ ｃ は 、 ブ ラ ケ ッ ト 本 体 ２ ３ の 内 部 で ね じ 込

み 固 定 さ れ る 。 こ れ ら の 大 径 部 ２ ５ ａ の 両 端 面 を リ ブ 板 ３ ２ の 外 側 面 と 一 致 さ せ 、 こ の 端

面 に 押 え 板 ２ ９ を あ て が い ボ ル ト ３ ０ で 抜 け 止 め 固 定 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 前 記 第 １ 軸 孔 ２ ７ と 第 ２ 軸 孔 ２ ８ の 内 周 に 、 す べ り 軸 受 け ２ ６ を 介 在 し て 第 １ 軸 体 ２ ４

と 第 ２ 軸 体 ２ ５ を 嵌 合 す る が 、 前 記 す べ り 軸 受 け ２ ６ は 、 高 荷 重 （ 例 え ば 、 １ ３ ７ Ｍ Ｐ ａ

） で 使 用 で き る 無 潤 滑 す べ り 軸 受 け で 、 広 い 温 度 範 囲 （ － ２ ０ ０ ℃ ～ ＋ ２ ６ ０ ℃ ） に 使 用

で き 、 板 圧 が 薄 い （ １ ． ０ ～ ２ ． ５ ｍ ｍ ） た め コ ン パ ク ト に な り 、 摩 擦 係 数 （ μ ＝ ０ ． ０

４ ～ ０ ． ２ ０ ） か 小 さ く 、 摩 耗 が 少 な く 長 時 間 の 運 転 が で き る も の が 使 用 さ れ る 。

　 こ の す べ り 軸 受 け を 介 在 す る こ と に よ り 、 低 摩 擦 と な り 変 位 に 対 す る 応 答 が 円 滑 に な り

、 何 時 発 生 す る か 予 測 で き な い 地 震 動 に 確 実 に 応 答 で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 第 １ 軸 体 ２ ４ は 、 ｘ 軸

の ２ 次 元 方 向 に 回 転 自 在 で 、 第 ２ 軸 体 ２ ５ は 、 ｙ 軸 の ２ 次 元 方 向 に 回 転 自 在 で あ る か ら 、

全 体 と し て ３ 次 元 の 方 向 に 回 転 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 ダ ン パ ー ５ ５ の 一 端 部 側 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ を 橋 脚 １ １ に 固 定 的 に 取

り 付 け 、 ダ ン パ ー ５ ５ の 他 端 側 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ を 橋 桁 １ ０ に 固 定 的 に 取 り 付 け る 。

　 こ の 状 態 で 、 地 震 動 に よ り 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ と の 間 に 伸 縮 作 用 が 働 い た も の と す る と

、 シ リ ン ダ ５ ６ 内 の 粘 性 体 ６ ０ が シ リ ン ダ ５ ６ の 一 方 の 部 屋 か ら 隙 間 ５ ９ を 介 し て 他 方 の

部 屋 に 無 理 に 移 動 さ せ ら れ 、 そ の 時 の 抵 抗 に よ り ダ ン パ ー と し て 機 能 し 、 衝 撃 を 吸 収 す る

。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ こ で 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ の 相 互 の 位 置 が Ａ 点 か ら Ｂ 点 に 垂 直

方 向 に 変 位 し た も の と す る と 、 ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ が 第 １ 軸 体 ２ ４ を 中 心 と し た 回 転 に よ り 角

度 α の 範 囲 内 で 追 随 す る 。 こ の 角 度 α は 、 ダ ン パ ー ５ ５ 側 の リ ブ 板 ３ ５ と 橋 脚 １ １ （ 又 は

橋 桁 １ ０ ） 側 の リ ブ 板 ３ ２ が 接 触 す る 位 置 で 決 ま り 、 こ の 例 で は 、 ± １ ５ 度 で あ る 。 こ の

角 度 α は 、 ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ の 機 械 的 強 度 を 勘 案 す れ ば さ ら に 大 き く す る こ と も 可 能 で あ る

。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ の 相 互 の 位 置 が Ａ 点 か ら Ｃ 点 に 水 平 方 向 に 移

動 し た も の と す る と 、 ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ が 第 ２ 軸 体 ２ ５ を 中 心 と し た 回 転 に よ り 角 度 β の 範
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囲 内 で 追 随 す る 。 こ の 角 度 β は 、 ダ ン パ ー ５ ５ が 橋 脚 １ １ の ベ ー ス 板 ３ １ や リ ブ 板 ３ ２ に

接 触 す る 位 置 で 決 ま り 、 こ の 例 で は 、 ± ９ ０ 度 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ の 変 位 は 、 図 １ ０ で は 鉛 直 方 向 と し 、 図 １ １ で は 水 平 方 向 と し た が

、 実 際 は 、 鉛 直 方 向 と 水 平 方 向 が 同 時 に 変 位 す る の で 、 ３ 次 元 の 変 位 に 追 随 す る こ と が で

き る 。 な お 、 図 １ ０ を 水 平 方 向 と し 、 図 １ １ を 鉛 直 方 向 と し て も よ い 。

　 こ の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ は 、 ３ 次 元 方 向 に 回 転 す る も の に 限 ら れ ず 、 使 用 目 的 に よ っ て は ２

次 元 方 向 に 回 転 す る も の で あ っ て も よ い 。

　 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ と の 間 に 相 対 変 位 が 発 生 し 、 そ の 変 位 量 は 、 ダ ン パ ー ５ ５ の ダ ン パ

ー と し て の 許 容 限 度 内 で あ れ ば 、 ピ ス ト ン ５ ７ の ス ト ロ ー ク ｓ の 範 囲 内 で 停 止 す る 。 し か

し 、 想 定 外 の 巨 大 地 震 動 が 発 生 し た よ う な 場 合 に は 、 ピ ス ト ン ５ ７ の ピ ス ト ン 端 部 ６ ８ が

シ リ ン ダ ５ ６ の シ リ ン ダ 内 壁 端 部 ６ ９ に 圧 接 し て 係 止 す る 。 ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ ８ の 端 部 が

橋 脚 １ １ 側 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ に 固 定 さ れ 、 シ リ ン ダ ５ ６ の 端 部 が 橋 桁 １ ０ 側 の ブ ラ ケ ッ ト

２ ２ に 固 定 さ れ て い る の で 、 ダ ン パ ー ５ ５ の 構 成 部 材 を 落 橋 防 止 の 耐 力 以 上 に 構 成 す る こ

と に よ り 、 落 橋 防 止 部 材 ６ ３ と し て 機 能 し 、 橋 桁 １ ０ が 橋 脚 １ １ か ら 落 橋 す る こ と を 防 止

す る 。 ま た 、 両 端 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ 間 に 連 結 さ れ た ダ ン パ ー ５ ５ が 落 橋 防 止 部 材 ６ ３ と し

て 機 能 す る の で 、 従 来 の よ う な 落 橋 防 止 用 の ケ ー ブ ル や チ ェ ー ン を 使 用 す る 必 要 が な く 、

コ ン パ ク ト な 構 成 に で き 、 １ 対 の 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ と の 間 に 複 数 基 の ３ 次 元 ブ ラ ケ ッ ト

付 き 落 橋 防 止 装 置 を 並 べ て 設 置 す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 実 施 例 １ で は 、 ダ ン パ ー ５ ５ の 構 成 部 材 に 落 橋 防 止 の 耐 力 を 持 た せ 、 ピ ス ト ン 端 部 ６ ８

と シ リ ン ダ 内 壁 端 部 ６ ９ が 係 止 し た 状 態 で ダ ン パ ー ５ ５ が 落 橋 防 止 部 材 ６ ３ と し て 機 能 す

る よ う に し た 。

　 こ れ に 対 し 、 実 施 例 ２ で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 一 方 の ベ ー ス 板 ３ ４ の ね じ 部 ３ ４ ａ に

ね じ 込 み 固 定 さ れ た 円 筒 形 の 外 カ バ ー ６ １ の 長 さ を 他 方 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ の 近 く ま で 伸 ば

し 、 シ リ ン ダ ５ ６ と 保 護 筒 部 ７ ４ の 連 結 部 に 形 成 さ れ る カ バ ー 内 方 突 部 ７ ０ に 臨 ま せ て 前

記 外 カ バ ー ６ １ の 端 部 内 側 に リ ン グ 状 の シ リ ン ダ 内 壁 端 部 ６ ９ を 固 定 的 に 取 付 け て 落 橋 防

止 の 耐 力 を 十 分 有 す る 構 成 に し て 落 橋 防 止 部 材 ６ ３ と し て 機 能 さ せ る 。 こ の と き 、 カ バ ー

内 方 突 部 ７ ０ と シ リ ン ダ 内 壁 端 部 ６ ９ と の 間 隔 ｄ は 、 図 １ に お い て 、 ダ ン パ ー ５ ５ に 負 荷

（ 引 張 力 ） が か か っ て い な い と き の ピ ス ト ン 端 部 ６ ８ と シ リ ン ダ 内 壁 端 部 ６ ９ の 間 隔 ｓ よ

り 小 さ く な る よ う に 設 定 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ と の 間 に 相 対 変 位 が 発 生 し 、 そ の 変 位 量

は 、 ダ ン パ ー ５ ５ の ダ ン パ ー と し て の 許 容 限 度 内 で あ れ ば 、 ピ ス ト ン ５ ７ が 間 隔 ｄ の 範 囲

内 で 停 止 す る 。 し か し 、 想 定 外 の 巨 大 地 震 動 が 発 生 し た よ う な 場 合 に は 、 ピ ス ト ン ５ ７ の

ピ ス ト ン 端 部 ６ ８ が シ リ ン ダ ５ ６ の シ リ ン ダ 内 壁 端 部 ６ ９ に 係 止 す る 前 に 外 カ バ ー ６ １ の

シ リ ン ダ 内 壁 端 部 ６ ９ が カ バ ー 内 方 突 部 ７ ０ に 係 止 し 、 一 方 の ベ ー ス 板 ３ ４ に 連 結 さ れ た

外 カ バ ー ６ １ と 、 他 方 の ベ ー ス 板 ３ ４ に 連 結 さ れ た シ リ ン ダ ５ ６ と 保 護 筒 部 ７ ４ が 落 橋 防

止 部 材 ６ ３ と し て 機 能 し 、 橋 桁 １ ０ が 橋 脚 １ １ か ら 落 橋 す る こ と を 防 止 す る 。 こ の と き 、

ピ ス ト ン ５ ７ は 、 無 負 荷 と な り 、 ダ ン パ ー ５ ５ の ダ ン パ ー と し て の 機 能 が 保 護 さ れ る 。

　 実 施 例 １ と 同 様 に 、 両 端 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ 間 に 連 結 さ れ た 外 カ バ ー ６ １ と 、 シ リ ン ダ ５

６ と 保 護 筒 部 ７ ４ が 落 橋 防 止 部 材 ６ ３ と し て 機 能 す る こ と に よ り 、 従 来 の よ う な 落 橋 防 止

用 の ケ ー ブ ル や チ ェ ー ン を 使 用 す る 必 要 が な く 、 コ ン パ ク ト な 構 成 に で き る 。

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ３ １ 】

　 実 施 例 １ 及 び 実 施 例 ２ で は 、 ダ ン パ ー ５ ５ の 構 成 部 材 を 落 橋 防 止 部 材 ６ ３ と し て 利 用 し

て 構 成 し た 。

　 こ れ に 対 し 、 実 施 例 ３ で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ダ ン パ ー ５ ５ の 外 周 に 複 数 本 の 鋼 棒 ６

４ を 用 い て 構 成 し た 例 を 示 し て い る 。
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　 こ の 図 ３ に お い て 、 一 方 の ベ ー ス 板 ３ ４ の ね じ 部 ３ ４ ａ に 固 定 リ ン グ ６ ５ を 固 定 的 に 取

り 付 け 、 ま た 、 シ リ ン ダ ５ ６ と 保 護 筒 部 ７ ４ の 段 部 の 位 置 に ス ト ッ パ リ ン グ ６ ６ を ね じ 込

み な ど で 固 定 的 に 取 り 付 け る 。 こ れ ら の 固 定 リ ン グ ６ ５ と ス ト ッ パ リ ン グ ６ ６ の 間 に 、 等

間 隔 例 え ば ６ ０ 度 の 間 隔 で ６ 本 の 鋼 棒 ６ ４ を 挿 通 す る 。 前 記 固 定 リ ン グ ６ ５ 側 に は 、 鋼 棒

６ ４ の 一 端 部 を ２ 個 の ナ ッ ト ６ ７ で 固 定 的 に 取 り 付 け 、 ス ト ッ パ リ ン グ ６ ６ 側 に は 貫 通 孔

７ ３ に 進 退 自 在 に 遊 嵌 し 、 鋼 棒 ６ ４ の 他 端 部 に ナ ッ ト 等 の ス ト ッ パ ６ ７ を 螺 合 す る 。 そ し

て 、 ダ ン パ ー ５ ５ に 負 荷 （ 引 張 力 ） が か か っ て い な い と き の ス ト ッ パ リ ン グ ６ ６ と ス ト ッ

パ ６ ７ の 間 隔 ｄ が 前 記 間 隔 ス ト ロ ー ク ｓ よ り や や 短 く な る よ う に 設 定 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ と の 間 に 相 対 変 位 が 発 生 し 、 そ の 変 位 量

は 、 ダ ン パ ー ５ ５ の 許 容 限 度 内 で あ れ ば 、 ピ ス ト ン ５ ７ が 間 隔 ｄ の 範 囲 内 で 停 止 す る 。 し

か し 、 想 定 外 の 巨 大 地 震 動 が 発 生 し た よ う な 場 合 に は 、 ピ ス ト ン ５ ７ の ピ ス ト ン 端 部 ６ ８

が シ リ ン ダ ５ ６ の シ リ ン ダ 内 壁 端 部 ６ ９ に 係 止 す る 前 に 鋼 棒 ６ ４ の ス ト ッ パ ６ ７ が ス ト ッ

パ リ ン グ ６ ６ に 係 止 し 、 一 方 の ベ ー ス 板 ３ ４ に 連 結 さ れ た 固 定 リ ン グ ６ ５ と 、 他 方 の ベ ー

ス 板 ３ ４ 側 に 連 結 さ れ た ス ト ッ パ リ ン グ ６ ６ と の 間 の 鋼 棒 ６ ４ が 落 橋 防 止 部 材 ６ ３ と し て

機 能 し 、 橋 桁 １ ０ が 橋 脚 １ １ か ら 落 橋 す る こ と を 防 止 す る 。 こ の と き 、 ピ ス ト ン ５ ７ は 、

無 負 荷 と な り 、 ダ ン パ ー ５ ５ の ダ ン パ ー と し て の 機 能 が 保 護 さ れ る 。

　 実 施 例 １ 及 び ２ と 同 様 に 、 両 端 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ 間 に 連 結 さ れ た ダ ン パ ー ５ ５ と 一 体 の

鋼 棒 ６ ４ が 落 橋 防 止 部 材 ６ ３ と し て 機 能 す る こ と に よ り 、 従 来 の よ う な 落 橋 防 止 用 の ケ ー

ブ ル や チ ェ ー ン を 使 用 す る 必 要 が な く 、 コ ン パ ク ト な 構 成 に で き る 。

【 実 施 例 ４ 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 前 記 実 施 例 １ ， ２ 及 び ３ で は 、 ダ ン パ ー ５ ５ の 構 成 部 材 に 直 接 負 荷 が か か る よ う に し た

例 を 示 し て い る 。

　 こ れ に 対 し 、 実 施 例 ４ で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 一 方 の ベ ー ス 板 ３ ４ に 取 り 付 け ら れ た

外 カ バ ー ６ １ と 、 他 方 の ベ ー ス 板 ３ ４ に 取 り 付 け ら れ た 内 カ バ ー ６ ２ と の 間 に 負 荷 が か か

り 、 ダ ン パ ー ５ ５ を 構 成 す る シ リ ン ダ ５ ６ や ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ ８ 等 の 構 成 部 材 に 落 橋 防 止

時 の 負 荷 が か か ら な い 例 を 示 し て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 前 記 内 カ バ ー ６ ２ は 、 他 方 の ベ

ー ス 板 ３ ４ の ね じ 部 ３ ４ ｂ に ね じ 込 み 固 定 し 、 こ の 内 カ バ ー ６ ２ の 先 端 部 の 外 側 に シ リ ン

ダ 外 方 段 部 ７ １ を 設 け る 。 ま た 、 前 記 内 カ バ ー ６ ２ に 被 せ る 大 き さ の 外 カ バ ー ６ １ は 、 一

方 の ベ ー ス 板 ３ ４ の ね じ 部 ３ ４ ａ に ね じ 込 み 固 定 し 、 こ の 外 カ バ ー ６ １ の 先 端 部 の 内 側 に

シ リ ン ダ 内 壁 端 部 ６ ９ を 設 け る 。 そ し て 互 い に 進 退 自 在 に 嵌 合 す る 。 ダ ン パ ー ５ ５ に 負 荷

（ 引 張 力 ） が か か っ て い な い と き の シ リ ン ダ 内 壁 端 部 ６ ９ と シ リ ン ダ 外 方 段 部 ７ １ の 間 隔

ｄ が 前 記 間 隔 ス ト ロ ー ク ｓ よ り や や 短 く な る よ う に 設 定 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 橋 脚 １ １ と 橋 桁 １ ０ と の 間 に 相 対 変 位 が 発 生 し 、 そ の 変 位 量

は 、 ダ ン パ ー ５ ５ の 許 容 限 度 内 で あ れ ば 、 ピ ス ト ン ５ ７ が 間 隔 ｄ の 範 囲 内 で 停 止 す る 。 し

か し 、 想 定 外 の 巨 大 地 震 動 が 発 生 し た よ う な 場 合 に は 、 ピ ス ト ン ５ ７ の ピ ス ト ン 端 部 ６ ８

が シ リ ン ダ ５ ６ の シ リ ン ダ 内 壁 端 部 ６ ９ に 係 止 す る 前 に 外 カ バ ー ６ １ の シ リ ン ダ 内 壁 端 部

６ ９ が 内 カ バ ー ６ ２ の シ リ ン ダ 外 方 段 部 ７ １ に 係 止 し 、 一 方 の ベ ー ス 板 ３ ４ に 連 結 さ れ た

外 カ バ ー ６ １ と 、 他 方 の ベ ー ス 板 ３ ４ に 連 結 さ れ た 内 カ バ ー ６ ２ が 落 橋 防 止 部 材 ６ ３ と し

て 機 能 し 、 橋 桁 １ ０ が 橋 脚 １ １ か ら 落 橋 す る こ と を 防 止 す る 。 こ の と き 、 ピ ス ト ン ５ ７ は

、 無 負 荷 と な り 、 ダ ン パ ー ５ ５ の ダ ン パ ー と し て の 機 能 が 保 護 さ れ る 。

　 実 施 例 １ 、 ２ 及 び ３ と 同 様 に 、 両 端 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ 間 に 連 結 さ れ た ダ ン パ ー ５ ５ と 一

体 の 外 カ バ ー ６ １ と 内 カ バ ー ６ ２ が 落 橋 防 止 部 材 ６ ３ と し て 機 能 す る こ と に よ り 、 従 来 の

よ う な 落 橋 防 止 用 の ケ ー ブ ル や チ ェ ー ン を 使 用 す る 必 要 が な く 、 コ ン パ ク ト な 構 成 に で き

る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 前 記 実 施 例 １ ， ２ 、 ３ 及 び ４ で は 、 ダ ン パ ー ５ ５ は 、 シ リ ン ダ ５ ６ 、 ピ ス ト ン ５ ７ 、 ピ

ス ト ン ロ ッ ド ５ ８ を 主 体 と し 、 シ リ ン ダ ５ ６ の 内 部 に 粘 性 体 ５ ０ を 充 填 し た も の を 例 示 し
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た が 、 特 に 、 実 施 例 ３ 及 び ４ は 、 橋 脚 側 の ブ ラ ケ ッ ト に 固 着 し た 部 材 と 、 橋 桁 側 の ブ ラ ケ

ッ ト に 固 着 し た 部 材 と が 、 ダ ン パ ー ５ ５ に お け る 設 定 し た 引 張 力 の ス ト ロ ー ク 限 界 に 達 し

た と き 互 い に 係 止 し て 落 橋 防 止 部 材 と し て 機 能 す る も の で あ れ ば 、 シ リ ン ダ 型 に 限 定 さ れ

る も の で は な い 。 ま た 、 粘 性 体 と し て は 、 オ イ ル の 他 、 コ ロ イ ド 状 の 液 体 、 ゴ ム 系 粘 性 体

、 流 動 体 な ど を 用 い る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ５ 】

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ３ に 示 す 実 施 例 ３ で は 、 落 橋 防 止 部 材 ６ ３ と し て ダ ン パ ー ５ ５ の 外 周 に 複 数 本 の 鋼 棒

６ ４ を 用 い て 構 成 し た 例 を 示 し て い る が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 実 施 例 ５ で は 、

図 ５ に 示 す よ う に 、 鋼 棒 ６ ４ に 代 え て Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ７ ９ を 用 い て 構 成 す る こ と も で き る 。

Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ７ ９ を 用 い た 場 合 に は 、 一 端 は 、 圧 着 グ リ ッ プ ７ ５ を 固 着 し 、 他 端 は 、 ２ つ

割 又 は ３ つ 割 し た 円 錐 形 楔 体 ７ ７ を グ リ ッ プ 筒 体 ７ ６ で 圧 着 固 定 し 、 こ の グ リ ッ プ 筒 体 ７

６ と ス ト ッ パ リ ン グ ６ ６ の 間 に は 、 Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ７ ９ の 弛 み 防 止 用 に ば ね ７ ８ で 付 勢 し て

お く こ と が 望 ま し い 。

　 ダ ン パ ー ５ ５ に 負 荷 （ 引 張 力 ） が か か っ て い な い と き の ス ト ッ パ リ ン グ ６ ６ と グ リ ッ プ

筒 体 ７ ６ の 間 隔 ｄ が ピ ス ト ン ス ト ロ ー ク ｓ よ り や や 短 く な る よ う に 設 定 す る 。

【 実 施 例 ６ 】

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 ３ 及 び 図 ５ に 示 す 実 施 例 で は 、 落 橋 防 止 時 に 、 ス ト ッ パ リ ン グ ６ ６ に 、 ナ ッ ト ６ ７ 又

は グ リ ッ プ 筒 体 ７ ６ が 密 接 し て 鋼 棒 ６ ４ 又 は Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ７ ９ に 負 荷 か が か か っ た と き 、

シ リ ン ダ ５ ６ の 図 中 左 半 分 側 に は 負 荷 が か か ら な い 。 し か し 、 シ リ ン ダ ５ ６ の 図 中 右 半 分

側 に は 負 荷 が か か る 。 そ こ で 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ダ ン パ ー ５ ５ の 左 端 の 固 定 リ ン グ ６ ５

ａ の 他 に 、 ダ ン パ ー ５ ５ の 右 端 の シ リ ン ダ ５ ５ に 固 定 リ ン グ ６ ５ ｂ を ね じ 込 み な ど で 固 着

す る 。 そ し て 、 左 端 の 固 定 リ ン グ ６ ５ ａ と 中 央 の ス ト ッ パ リ ン グ ６ ６ の 間 に Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル

７ ９ ａ を 取 り 付 け る と と も に 、 右 端 の 固 定 リ ン グ ６ ５ ｂ と 中 央 の ス ト ッ パ リ ン グ ６ ６ の 間

に も Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ７ ９ ｂ を 取 り 付 け る 。

　 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 落 橋 防 止 時 に 、 ス ト ッ パ リ ン グ ６ ６ に 、 一 方 の グ リ

ッ プ 筒 体 ７ ６ ａ が 密 接 し て 図 中 左 側 の Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ７ ９ ａ に 負 荷 が か か っ た と き 、 ス ト ッ

パ リ ン グ ６ ６ に 、 同 時 に 他 方 の グ リ ッ プ 筒 体 ７ ６ ｂ が 密 接 し て 図 中 右 側 の Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ７

９ ｂ に 負 荷 が か か り 、 シ リ ン ダ ５ ６ の 図 中 左 端 か ら 右 端 ま で に 直 接 負 荷 が か か ら な い 。 し

た が っ て 、 ダ ン パ ー ５ ５ の 破 壊 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 前 記 実 施 例 で は 、 図 中 左 側 の Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ７ ９ ａ と 右 側 の Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ７ ９ ｂ は 、 ４ 本

ず つ 交 互 に 等 間 隔 に 配 置 し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。

　 な お 、 図 ６ に お い て 、 図 中 左 側 の Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ７ ９ ａ と 右 側 の Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ７ ９ ｂ は 、

そ れ ぞ れ を 鋼 棒 と す る か 、 い ず れ か 一 方 を 鋼 棒 と す る こ と が で き る 。 鋼 棒 と し た 場 合 に は

、 弛 み 防 止 用 ば ね ７ ８ を 省 く こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 １ ０ … 橋 桁 、 １ １ … 橋 脚 、 １ ２ … ダ ン パ ー 、 １ ３ … ベ ー ス プ レ ー ト 、 １ ４ … リ ブ プ レ ー

ト 、 １ ５ … 第 １ 支 持 軸 、 １ ６ … ガ セ ッ ト プ レ ー ト 、 １ ７ … 球 面 軸 受 、 １ ８ … 第 ２ 支 持 軸 、

１ ９ … 軸 受 、 ２ ０ … ガ セ ッ ト プ レ ー ト 、 ２ １ … ダ ン パ ー 、 ２ ２ … ブ ラ ケ ッ ト 、 ２ ３ … ブ ラ

ケ ッ ト 本 体 、 ２ ４ … 第 １ 軸 体 、 ２ ５ … 第 ２ 軸 体 、 ２ ６ … す べ り 軸 受 、 ２ ７ … 第 １ 軸 孔 、 ２

８ … 第 ２ 軸 孔 、 ２ ９ … 押 え 板 、 ３ ０ … ボ ル ト 、 ３ １ … ベ ー ス 板 、 ３ ２ … リ ブ 板 、 ３ ３ … 空

間 、 ３ ４ … ベ ー ス 板 、 ３ ５ … リ ブ 板 、 ３ ６ … 空 間 、 ３ ７ … 補 強 板 、 ５ ０ … 下 部 ブ ラ ケ ッ ト

、 ５ １ … 上 部 ブ ラ ケ ッ ト 、 ５ ２ … ケ ー ブ ル 、 ５ ５ … ダ ン パ ー 、 ５ ６ … シ リ ン ダ 、 ５ ７ … ピ

ス ト ン 、 ５ ８ … ピ ス ト ン ロ ッ ド 、 ５ ９ … 隙 間 、 ６ ０ … 粘 性 体 、 ６ １ … 外 カ バ ー 、 ６ ２ … 内

カ バ ー 、 ６ ３ … 落 橋 防 止 部 材 、 ６ ４ … 鋼 棒 、 ６ ５ … 固 定 リ ン グ 、 ６ ６ … ス ト ッ パ リ ン グ 、

６ ７ … ナ ッ ト （ ス ト ッ パ ） 、 ６ ８ … ピ ス ト ン 端 部 、 ６ ９ … シ リ ン ダ 内 壁 端 部 、 ７ ０ … 外 カ

バ ー 内 方 突 部 、 ７ １ … シ リ ン ダ 外 方 段 部 、 ７ ２ … 内 カ バ ー 外 方 突 部 、 ７ ３ … 貫 通 孔 、 ７ ４

… 保 護 筒 部 、 ７ ５ … 圧 着 グ リ ッ プ 、 ７ ６ … グ リ ッ プ 筒 体 、 ７ ７ … 楔 体 、 ７ ８ … ば ね 、 ７ ９
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… Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ２ 】
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